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「はじめにj と「序論J では、 2001 年 9 月に起きたいわゆる f9 ・ 11J 事件後の中央アジアをめぐる状況や中央ア
ジアとソヴィエト支配の関連性について述べつつ、ナショナリズムをグローパリズムとローカリズムの調整機構とし
て捉えるという視点を提示する。
第 1 章から第 3 章までの部分は、基本的に時系列的な時間の流れに沿って構成されている。
第 1 章では、前近代における民族混交的な状況や 20 世紀初頭のイスラーム改革主義者ジャディードの言説を前提





















































スタンにおける歴史解釈と「弱し、ナショナリズム」と呼ばれるものの形成と展開を扱う。合計 2 年 9 ヶ月に及ぶウズ
ベキスタン滞在を通じて調査が行われ、主に現地の文献資料に基づき、 20 世紀初頭から指導者カリモフの体制に至る
までのこの国のナショナリズムがし、かにしてつくられ変容してきたかを明らかにしている。イスラーム改革主義者の
言説を前提として形成された近代「ウズベク」民族の概念、スターリンの民族理論のもとでの「民族共和国J に対す
- 129-
る優遇策、ソ連邦のもとでの社会主義とは異質な仕組みによる間接統治、独立後の国家主義的ナショナリズムの形成
など、国家を正当化しようとする論理を歴史の中にたど、っている。ナショナリズム展開を追う手法は慎重であり、イ
スラームと社会主義が複雑に絡まる状況における国家主義としづ興味深い題材について、豊富な材料で議論を展開し
た。
以上により本論文が、課程博士(人間科学)の論文として学位を授与するに十分であると判定した。
